
　5月14日、大谷小学校で、「人権の花運動」が行われ、4年
生の児童がひまわりの種まきを行いました。
　この運動は、人権思想の普及高揚を図るための啓発活動
の一環として、平成15年度から福岡法務局、筑紫人権擁護
委員協議会の協力を得て市内12の小学校で順番に実施し
ているものです。
　児童は、「これからは自分たちで毎日世話をして大きく育
てたい」と、種まきを終えたばかりの花壇を優しい表情で見
つめていました。
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ご協力ありがとうございました

男女共同参画に関する
アンケート調査
　平成17年3月に策定した「春日市男女共同参
画プラン」の見直しを行うに当たり、市民の男女
平等に関する意識と実態を把握するため、アン
ケート調査を行いました。
　その集計結果をお知らせします。

調査対象　無作為に抽出した20歳以上の市
民1000人

調査方法　無記名による郵送方式により実施
有効回収数（割合）　330件（33%）

男女平等について
Q　あなたは、男女平等や女性の地位向上をテーマとする話題にどの程度関心がありますか。
　（１つに○）

0 20 40 60 80 100

全体（N=330）

女性（N=195）

男性（N=135）

7.6 23.9 7.6

2.7

3.9

7.7

7.4

23.6 4.6

1.5

5.1

24.4 11.9

4.4
2.2

【関心がある】 【関心がない】

61.8

65.1

57.0

34.2

29.7

40.7

（％）

■非常に
　関心がある

■まあまあ関心がある ■あまり
　関心がない

■ほとんど
　関心がない

■全く関心がない
□無回答

54.254.2

57.457.4

49.649.6

Q　あなたは、次の分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。

0 20 40 60 80 100

全体（Ｎ=330）

女性（Ｎ=195）

男性（Ｎ=135）

3.3

6.76.7 30.9 36.7 14.5 1.8
3.1

6.76.7 23.1 37.9 19.0 2.6

3.7
6.76.7

6.1

7.7

42.2 34.8 8.1

3.7

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（Ｎ=330）

女性（Ｎ=195）

男性（Ｎ=135）

1.5
6.46.4 23.9 37.3 23.3 5.2 2.4

0.5
3.63.6 17.4 37.9 30.8 7.2 2.6

3.0
10.410.4 33.3 36.3 12.6

2.2
2.2

【家庭生活】

【職場】

【女性優遇】 【男性優遇】

10.0 51.2

9.8 56.9

10.4 42.9

7.9

4.1

13.4

60.6

68.7

48.9

（％）

■女性の方が
　優遇されている □無回答

■どちらかといえば
　女性の方が
　優遇されている ■平等

■どちらかといえば
　男性の方が
　優遇されている

■男性の方が
　優遇されてる

■分からない

（％）

問い合わせ先　人権男女共同参画課　
（584）1111　 （584）1153
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0 20 40 60 80 100

全体（Ｎ=330）

女性（Ｎ=195）

男性（Ｎ=135）

3.0

11.511.5 31.5 25.8 10.3 2.4

1.5

10.810.8 21.0 29.7 14.9 2.1

5.2

12.612.6

15.5

20.0

46.7 20.0

3.7

3.0

0 20 40 60 80 100

全体（Ｎ=330）

女性（Ｎ=195）

男性（Ｎ=135）

0.90.9

10.6 40.6 36.7 6.1 2.4
1.0

5.6 38.5 46.2 5.6 3.1
2.2

43.7 23.0 1.5

【法律や制度】

【社会通念・慣習・
しきたりなど】

【女性優遇】 【男性優遇】

14.5 36.1

12.3 44.6

17.8 23.7

3.6

1.0

7.4

77.3

84.7

66.7

8.9

2.7

5.25.2 17.8 6.7

（％）

（％）

Q　今後、あなたが男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要と思うことは何ですか。
最も近い考えを選んでください。（１つに○）

0 5 10 15 20 25 30 35（％）

女性を取り巻くさまざまな偏見、  固定的な社会通念、  慣習、
しきたりを改める

女性自身が経済力をつけたり、 知識・技術を習得するなど、
積極的に力の向上を図る

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する
制度を採用・充実する

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるもの
を改める

そのほか

分からない

無回答

29.1
31.8

25.2
20.6
21.0
20.0
19.7

23.1
14.8

8.2
7.7
8.9

7.6
4.1

12.6
6.7

5.6
8.1

4.5
4.1
5.2

3.6
2.6

5.2

　全体（Ｎ=330）
　女性（Ｎ=195）
　男性（Ｎ=135）

0 20 40 60 80 100

全体（N=330）

女性（N=195）

男性（N=135）

6.7 32.132.1 21.8 19.7 1.5

3.6

11.1

30.830.8 21.0 2.1

34.134.1 23.0 17.0 0.7

【同感する派】 【同感しない派】

38.8

34.4

45.2

37.9

42.5

31.1

■同感する　■ある程度同感する　■どちらともいえない　■あまり同感しない　■同感しない　□無回答

（％）

18.2

21.5 21.0

14.1

Q　「男は仕事、女は家庭」という考え方があります。あなた自身はこの考え方にどの程度同感しますか。
（１つに○）
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家庭生活について
Q　あなたの家庭では、次のような家庭内の仕事をあなたと配偶者（パートナー）のどちらがしていますか、
　あるいはしていましたか。（1つに○）

【1】 家計を支える（生活費を得る）

0 20 40 60 80 100

全体（N=278）

女性（N=167）

男性（N=111）

29.911.2 49.6

1.8

4.0

32.3

26.1

46.7 3.6

54.1

2.7

4.5

【妻中心型】 【夫中心型】

4.3

4.8

3.6

79.5

79.0

80.2

（％）

2.5 1.1

2.4

12.6

0.9 2.7

9.0

2.4

■主に妻が
　行っている

■主に妻が行い、
　夫が一部を
　負担している

■妻と夫が同じ
　程度に分担している

■主に夫が行い、
　妻が一部を
　負担している

■主に夫が
　行っている

■そのほか／非該当
□無回答

【2】 掃除、洗濯、食事のしたくなどの家事をする

0 20 40 60 80 100

全体（N=278）

女性（N=167）

男性（N=111）

65.8 24.824.8

73.7

54.1

18.618.6

34.234.2 6.3

【妻中心型】 【夫中心型】

90.6

92.3

88.3

1.1

0.6

1.8

（％）

5.0

4.2

3.2

3.0

3.6

■主に妻が行っている ■主に妻が行い、
　夫が一部を
　負担している

■妻と夫が同じ
　程度に分担
　している

■主に夫が行い、
　妻が一部を
　負担している

■主に夫が
行っている

□無回答
0.7

0.6

0.9

0.4

0.9

【3】 育児、子どものしつけをする

0 20 40 60 80 100

全体（N=278）

女性（N=167）

男性（N=111）

38.838.8 5.8

32.9

15.3

14.4 6.0

23.4 5.4

【妻中心型】 【夫中心型】

64.7

70.6

55.8

2.5

1.2

4.5

（％）

2.5

25.9 18.0 9.0

37.737.7

1.2

7.8

40.540.5

4.5

10.8

■主に妻が
　行っている

■主に妻が行い、
　夫が一部を
　負担している

■妻と夫が同じ
　程度に分担している

■主に夫が行い、
　妻が一部を
　負担している

■そのほか／
　非該当

□無回答
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職業や仕事について

Q　あなたは「女性が職業を持つこと」について、
どのような形が最も望ましいと思いますか。考え
に最も近いものを選んでください。

   （1つに○）

0 10 20 30 40 50 60
（％）

子どもができたら仕事を中断し
子どもに手がかからなくなって
再び持つ方が良い

53.9
54.4
53.3

ずっと職業を持っている方が
良い

結婚まで職業を持ち、あとは
持たない方が良い

子どもができるまで職業を持ち、
あとは持たない方が良い

女性は職業を持たない方が
良い

そのほか

分からない

無回答

26.7
31.3

20.0
3.3
1.5
5.9
3.3
2.6
4.4

0.9
0.5
1.5

7.9
6.2
10.4

2.4
1.5
3.7
1.5
2.1
0.7

　全体（Ｎ=330）
　女性（Ｎ=195）
　男性（Ｎ=135）

0 10 20 30 40 50

保育所・学童保育所・児童センターな
どを整備し、子育て支援策を充実させる

高齢者や障害者（児）の介護者への支
援策を充実させる

審議会など行政の施策・方針を決定す
る場に女性の参加を増やす

女性のための各種相談窓口（DV相談
・就業相談など）を充実させる

女性・男性の生き方に関する情報提供
や交流、相談、研修機能などを備えた
活動拠点（センター）を設置する

男女共同参画についての意識啓発や
PRを強化する

学校での男女平等教育を推進する

地域団体・各種団体の女性リーダー
を養成する

市内の事業所における男女共同参画
の推進を支援する

そのほか

特にない

（％）

39.4
41.5

36.3

26.4
27.7
24.4

22.7
23.6
21.5
18.2
20.5

14.8

17.6
14.9
21.5

17.3
14.9
20.7

16.1
16.9
14.8

14.8
11.8

19.3

7.0
8.7

4.4

1.8
1.0
3.0

7.6
6.7
8.9

　全体（Ｎ=330）
　女性（Ｎ=195）
　男性（Ｎ=135）

Q　あなたは男女共同参画をより一層進めるため
に、市に対してどのような施策を望みますか。

　（○は3つまで）

　今回の調査を通して、さまざまな要望や
課題が見えてきました。
　この結果を「春日市男女共同参画プラン」
の見直しに活用することで、今後、男女が
互いに人権を尊重しつつ責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、個性と能力を十分に
発揮できる男女共同参画社会の実現を目指
していきたいと思います。

男女共同参画に関する
施策について

　
春
日
市
で
は
、平
成
11
年
に「
男
女
共
同
参

画
都
市
宣
言
」を
行
い
、ま
た
平
成
18
年
に
は

「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
」

を
制
定
す
る
な
ど
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
は
じ

め
女
性
の
地
位
向
上
や
社
会
参
加
の
機
会
を

促
進
す
る
法
律
や
制
度
が
整
備
さ
れ
て
も
、

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
は
、

い
ま
だ
私
た
ち
の
社
会
に
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、男
性
の
家
事・育
児
や
介
護
へ
の

参
画
を
困
難
に
す
る
長
時
間
労
働
や
、家
庭

内
で
の
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力・
職

場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
性
と
女
性
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
責
任
を
分
か
ち
合
い
、性
別
に
関
係
な

く
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、一
人
一
人
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 男

女
が
共
に
い
き
い
き
で
き
る

社
会
の
た
め
に

〜
６
月
23
日
か
ら
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
〜
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私たちのまちの
少年相談員

　春日市には、各自治会に少年相談員がいます。
自治会から推薦され、筑紫地区少年センター所長
から委嘱された人たちです。
　また、相談員の中には公安委員会が委嘱した
﹁少年指導員﹂や筑紫野警察署長が委嘱した﹁少年
補導員﹂という役職を兼務している人もいます。

①相談業務
子どもたちや子どもたちを取り巻く問題について
の相談を、電話や面談などで受けています。

②街頭補導など
公園やゲームセンター、コンビニエンスストア、カ
ラオケボックスなど、市内のさまざまな場所を定期
的に巡回し、子どもを非行や犯罪から守っています。
また、小学校の登下校時の安全確保にも努めてい
ます。

③ 環境浄化
青少年に悪い影響を与えるような広告物や看板の
撤去を行っています。

④そのほかの活動
自転車の無灯火運転を防止するために、啓発チラ
シの配布や声掛けなどを行い、地域全体の安全にも
目を配っています。
また、PTA地区懇談会など地区行事にも積極的に
参加しています。

少年相談員の活動内容

春日市少年相談員連絡協議会
　全地区から選出された36人（春日原地区のみ2人）で構成されています。
　会の目的は、会員の知識や技術の向上を図るとともに、会員相互の連携を密接にして協力体制を強化すること、
そして、青少年非行防止活動を効果的に推進することです。
　この目的を達成するため、定期的に会議を開催し、情報の交換や任務遂行の共通理解化に努めています。

中学
校区 地区名 氏名 電話番号 少年

補導員
少年

指導員
中学
校区 地区名 氏名 電話番号 少年

補導員
少年
指導員

春日

昇町 梶
かじわら
原孝
たかあき
昭 （571）2115 ○

春日南

天神山 川
かわさき
𥔎　惇

あつし
（585）8862

小倉 松
まつお
尾守

もり お
雄 （581）8997 紅葉ヶ丘 後

ごとう
藤清
きよただ
忠 （501）0053 ○

弥生 千
ち ぢ い わ
々岩清

きよひで
英 （586）1953 ○ 惣利 平

ひらの
野健
けんぞう
蔵 （595）0046 ○ ○

須玖南 高
たかはし
橋道

みち お
夫 （575）5085 ○ 塚原台 中

なかしま
島俊
しゅんじ
二 （596）5798 ○

春日東

若葉台西 日
ひだか
高　巖

いわお
（574）0380 ○ 白水池 井

いはら
原壽
よしのぶ
宣 （571）5268

若葉台東 山
やました
下浩

こう じ
司 （572）6135 松ヶ丘 橋

はしもと
本　巖

いわお
（596）3656 ○ ○

光町 竹
たけなか
中英
ひであき
昭 （502）2077 ○ 大土居 現在選考中

宝町 現在選考中

春日野

春日原 行
ぎょうとく
徳真

ま つ お
津男 （571）8534

千歳町 平
ひらしま
島哲

てつ じ
二 （581）6589 ○ 春日原 小

こにし
西信
のぶよし
義 （582）2227 ○

大谷 岸
きし
　寛
ひろし

（501）6958 春日原南 北
きたはら
原秀
ひであき
秋 （591）5844

小倉東 岩
いわきり
切善
よしのぶ
信 （573）9869 ○ 春日 諸

もろおか
岡泰
たいぞう
三 （581）5281 ○

大和町 渡
わたなべ
辺幸
こういち
市 （571）5075 春日公園 豊

とよます
増道

みち お
生 （574）2926 ○

ちくし台 宮
みやわき
𦚰澪

みよ こ
子 （501）3030 ○ 平田台 中

なかの
野正
まさつね
常 （595）0603 ○

西

下白水南 現在選考中

春日北

須玖北 伊
いとう
藤敏
としあき
昭 （591）4443

泉 江
えが わ
川正
まさちか
親 （581）3239 ○ 岡本 浦

うらつか
塚岩

いわ た
太 （591）0252 ○

下白水北 藤
ふじはら
原　守

まもる
（501）4154 日の出町 波

は た え
多江正

まさみ
美 （591）8648 ○

白水ヶ丘 安
あ べ
部泰

やす お
雄 （581）5780 サン・ビオ 堀

ほった
田　晃

あきら
（502）0165

上白水 澁
しぶや
谷　壽

ひさし
（575）5693 ○ 桜ヶ丘 牧

まきの
野　泉

いずみ
（592）8676 ○

■各地区少年相談員一覧（敬称略）

問い合わせ先　地域づくり課 地域づくり担当　 （584）1111　 （584）1153
　　　　　　　社会教育課 社会教育担当　 （575）4121　 （593）7380　   



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、井
上
市
長
が
各

地
区
公
民
館
な
ど
に
出
向
き
、市
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

来
場
の
際
は
、で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日・場
所

▽
１
日
㈭　

春
日
公
園
公
民
館

▽
６
日
㈫　

春
日
公
民
館

▽
７
日
㈬　

春
日
原
南
公
民
館

▽
13
日
㈫　

平
田
台
公
民
館

▽
15
日
㈭　

サ
ン
・
ビ
オ
公
民
館

▽
21
日
㈬　

須
玖
北
公
民
館

▽
22
日
㈭　

春
日
原
公
民
館

▽
26
日
㈪　

桜
ヶ
丘
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※　

春
日
原
南
地
区
、サ
ン
・
ビ
オ
地
区

は
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
に
行
い
ま

す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
出前トーク「市長と語る」

７月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当　 （584）1111 （584）1145

６
月
中
旬
に
、普
通
徴
収（
納
付
書

払
い
や
口
座
振
替
）で
介
護
保

険
料
を
納
め
る
人
を
対
象
に
、平
成
22

年
度
の
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

な
お
、特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
）で
納
め
る
人
の
介
護
保
険
料
通

知
書
は
、７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収
の
対
象
者　
65
歳
以
上
の
人

で
、年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を

差
し
引
き
さ
れ
て
い
な
い
人

※　

今
年
４
月
以
降
に
65
歳
に
な
っ
た

人
や
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
、

年
金
支
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の

人
な
ど
を
含
み
ま
す
。

納
期　

６
月
〜
平
成
23
年
３
月（
計
10

回
）

※　

年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
が
始

ま
る
人
は
、そ
の
前
月
ま
で
が
納
期

と
な
り
ま
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
介護保険料の納入通知書を送付します

忘れずに納付してください

高齢課 介護保険担当　 （584）1111 （584）3090

希望者は申請してください
介護保険料減免制度
　所得が少なく、介護保険料を納付することが困難な人に対し、介護保
険料の額を第1段階（平成22年度は2万6640円）に減額します。
対象　平成22年度の介護保険料が第3段階で、次のすべての条件に該
当する人

①世帯全員の平成21年中の収入合計額が、減免基準額（1人世帯120万
円、2人世帯180万円、3人以上は1人増えるごとに40万円を加算し
た額）以下
②世帯全員の預貯金などの合計額が、①の基準額以下
③世帯全員が、世帯の居住用以外の土地や建物を所有していない
申請に必要なもの
▷介護保険料通知書　▷世帯全員の昨年中の収入が確認できる書類
▷世帯全員の預貯金などの金額が分かるもの　▷印鑑
申請期限
▷普通徴収の人　7月15日㈭
▷特別徴収の人　8月24日㈫
※　期限以後も申請できますが、減免される額が少なくなります。
申請先　高齢課介護保険担当（市役所１階）
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厚
生
労
働
省
は
、重
篤
な
健
康
被
害
の
発
生
が

あ
っ
た
た
め
、日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、平
成
17
年
か
ら
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、新
し
い
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
）が
承
認
さ
れ
、平
成
22
年
４
月
か
ら「
第

１
期
の
対
象
者（
生
後
６
カ
月
〜
７
歳
半
未
満
）に
積
極

的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る
」通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、ワ
ク
チ
ン
の
必
要
数
を
検
討
し
、ま
ず
は
、

３
歳
児
に
対
し
て
１
期
初
回（
２
回
接
種
）の
接
種
の
勧

奨
を
始
め
ま
し
た
。

接
種
方
法　
３
歳
の
時
期
に
２
回
接
種

※　

６
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
隔
を
あ
け
て
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
関
す
る
質
問

Ｑ
１　

第
２
期（
対
象
年
齢
：
９
歳
〜
12
歳
）は
接
種
で

き
な
い
の
？

Ａ
１　

新
し
い
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
）の
第
２
期
の
接
種
は
、ま
だ
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。現
在
、厚
生
労
働
省
が
有
効
性
・
安
全
性

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
が
ま

と
ま
り
し
だ
い
、こ
れ
ま
で
接
種
の
機
会
を
逃
し
た

人
へ
の
対
応
を
含
め
、お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
２　

接
種
の
機
会
を
逃
し
た
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？

Ａ
２　

平
成
17
年
度
以
降
の
接
種
対
象
者
で
、接
種
の

機
会
を
逃
し
た
人
の
接
種
に
つ
い
て
は
、現
在
、厚
生

労
働
省
に
お
い
て
検
討
中
で
す
。方
向
性
が
決
定
さ

れ
し
だ
い
、市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
日本脳炎予防接種

積極的勧奨を部分的に再開します

健康課 健康増進担当　 （501）1134 （501）0051

病医院名 住所 電話番号
おの子どもクリニック 一の谷1ｰ149 ☎（501）2323
かくた小児科医院 上白水7ｰ15 ☎（574）6168
きたやま小児科 小倉2ｰ97ｰ1 ☎（588）5030
くぼた小児科医院 惣利1ｰ123 ☎（595）0822
榊原医院 下白水北4ｰ85 ☎（572）3111
横山小児科医院 春日原東町3ｰ36 ☎（581）1203
福岡徳洲会病院 須玖北4ｰ5 ☎（573）6622
池田脳神経外科 小倉1ｰ1 ☎（589）0150
上田胃腸科内科医院 若葉台西1ｰ5 ☎（591）5963
大西内科クリニック 大土居3ｰ192 ☎（595）2001
おかもと内科医院 春日9ｰ2 ☎（595）6608
かわらだクリニック 惣利1ｰ82ｰ1 ☎（583）9678
しんかいクリニック 昇町5ｰ5ｰ1 ☎（584）0011
たけの内科クリニック 春日原北町3ｰ63ｰ1 ☎（593）0500
樋口病院 紅葉ヶ丘東1ｰ86 ☎（572）0343
みぎた消化器内科 惣利2ｰ54 ☎（589）7500
森園医院 ちくし台2ｰ13 ☎（571）3373
安永クリニック 上白水3ｰ51 ☎（573）6003
※１　接種の際は事前に実施病医院に予約をし、母子健康手帳を持
　参してください。
※２　上記以外の病医院で接種したい場合は、健康課へ問い合わせ
　てください。

対象年齢 望ましい時期 回数
1期初回 生後6カ月〜7歳半未満 3歳 2回
1期追加 生後6カ月〜7歳半未満 4歳 1回
2期 9〜12歳 現在、接種不可
※　今回積極的勧奨を再開するのは「1期初回」です。

■日本脳炎予防接種実施機関

■日本脳炎予防接種方法

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
低
所
得
者
に
対
し
て
、市

は
利
用
者
負
担
額
の
３
割
を
助
成
し

ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当

す
る
人

①
世
帯
全
員
の
現
年
度
市
民
税
が
非

課
税

※　

著
し
く
所
得
が
減
少
し
た
場

合
で
、市
長
が
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
た
場
合
を
含
み
ま

す
。

②
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
保
護
を

受
け
て
い
な
い

③
生
活
保
護
法
が
定
め
る
基
準
に
基

づ
い
て
算
定
し
た
世
帯
の
収
入
額

が
、助
成
基
準
額
以
下

④
世
帯
が
持
つ
現
金
や
預
貯
金
な
ど

の
合
計
額
が
、③
の
助
成
基
準
額

の
２
倍
以
下

⑤
申
請
日
前
１
年
６
カ
月
の
間
、介

護
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

※　

助
成
基
準
額
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
助
成
対
象
確
認
申
請
書

▽
世
帯
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

（
申
請
月
を
含
む
前
３
カ
月
分
）

▽
預
貯
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も

の
申
請
先　

高
齢
課
介
護
保
険
担
当

（
市
役
所
１
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
介護保険サービス利用者負担の助成制度

利用者負担額を助成します

高齢課 介護保険担当　 （584）1111 （584）3090
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６月18日から
貸金業法が変わります！
　6月18日から、借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐ
ため、貸金業法が大きく変わります。
　借入総額が「年収の3分の1」を超える場
合、新規の借り入れができなくなります。詳
しい内容は、金融庁ウェブサイトで確認し
てください。
　また、借り入れや返済の悩みがある人は、
早めに相談してください。
問い合わせ先
▷多重債務相談窓口　福岡財務支局
　 （411）7291
▷消費生活相談窓口　消費者ホットライン
　 0570（064）370
▷金融庁ウェブサイト
　 http://www.fsa.gojp/

期
限
を
守
り
納
税
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、市
税
を
滞
納
し
て
い

る
人
へ
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
市
税
が
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、ま
ず
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。そ
の
後
も
納

付
や
相
談
が
な
い
場
合
は
、財
産
調
査
の
上
、差
し

押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
滞
納
処
分
状
況

平
成
21
年
度
は
、債
権（
預
貯
金
・
給
与
・
賞

与
・
生
命
保
険
・
所
得
税
還
付
金
・
売
掛
金
・
賃
料

な
ど
）、不
動
産
、自
動
車
、動
産
の
差
し
押
さ
え

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
場
合
は
、

下
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

不
動
産
に
つ
い
て
は
公
売
を
行
い
、滞
納
税

な
ど
に
充
て
ま
し
た
。ま
た
、滞
納
し
て
い
る
人

の
自
宅
を
捜
索
し
て
、動
産（
貴
金
属
な
ど
）の

差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、こ
の

動
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
、滞
納
税

な
ど
に
充
て
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
な
ど
が
発
生

市
税
は
、納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、督
促
手
数
料

と
、年
14
・６
％
の
延
滞
金
を
加
算
し
た
額
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

病
気
や
失
業
、事
業
不
振
な
ど
、不
測
の
事
態

に
よ
り
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、納
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、6
月
末
は
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
の
第
1
期
目
の
納
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。納

期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
市税の滞納処分を強化しています

納期限を守って納付しましょう

納税課 納税推進担当　 （584）1111 （584）1141

債権
平成21年度：1178件
（充当額：約7000万円）

預貯金 金融機関から、直接取り立てを行い、滞納税などに充てます。

給与・賞与 法律に基づいて計算した額を給与支払者（勤務先など）から、直接取り立て
を行い、滞納税などに充てます。

生命保険 解約請求を行い、解約返戻金などを、保険会社から直接取り立てを行い、滞
納税などに充てます。

売掛金 取引先から、直接取り立てを行い、滞納税などに充てます。

不動産
平成21年度：138件

管轄の法務局で不動産の差し押さえの登記を行います。
差し押さえられた場合は、不動産の売却をする際や融資を受ける際に、制約を受けます。また、公
売を行い、滞納税などに充てることもあります。

■差し押さえの対象となる財産（例）

市
は
６
月
か
ら
、赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
と
家

族
の
安
心
の
た
め
に
、赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
す

べ
て
の
家
庭
を
対
象
に
、保
育
士
・
助
産
師
・
保
健
師
が
家

庭
訪
問
を
行
い
ま
す
。

対
象
家
庭　
出
生
届
を
提
出
し
た
生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭

訪
問
時
期　
生
後
２
カ
月
を
経
過
し
た
こ
ろ

※　

事
前
に
ハ
ガ
キ
に
よ
る
通
知
を
し
た
後
に
、訪
問
日

程
に
つ
い
て
の
電
話
連
絡
を
行
い
ま
す
。

訪
問
内
容　

母
子
の
健
康
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
、赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
、子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

な
ど

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
赤ちゃん全戸訪問

始めます

健康課 保健指導担当　 （501）1134 （501）0051
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国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
対
し
て
、

６
月
中
旬
に
、「
平
成
22
年
度
春
日
市

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」を

一
般
健
康
診
査
受
診
券
に
同
封
し
て
送
り
ま

す
。

　

特
定
健
康
診
査
は
、糖
尿
病
や
心
臓
病
、脳

卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

の
健
診
で
す
。健
診
を
受
け
て
、年
１
回
は
自

分
の
身
体
の
状
態
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、健
診
費
用
は
、国
や
県
の
負
担
が
あ

り
、一
部
の
負
担
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
ま
で
受
診
し
な
か
っ
た
人
も
、積

極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
込
方
法
や
健
診
項
目
な
ど
、詳
し

く
は
同
封
の
案
内
文
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
現
在
ま
で
継

続
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

お
り
、昭
和
10
年
７
月
２
日
〜
昭
和

46
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

受
診
期
間　
７
月
１
日
㈭
〜
平
成
23
年
２
月

28
日
㈪（
受
診
期
間
中
に
75
歳
に
な

る
人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

※　

今
年
度
か
ら
受
診
期
間
を
１
カ
月
延
長

し
て
い
ま
す
。

健
診
費
用

▽
40
歳
〜
69
歳　

１
０
０
０
円

▽
70
歳
〜
75
歳　

５
０
０
円

※　

年
齢
は
今
年
度
到
達
す
る
年
齢
で
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
特定健康診査受診券を送ります

国民健康保険加入世帯の皆さんへ

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
小
・
中
学
生
の

保
護
者
に
対
し
、学
校
給
食
費
、学
用

品
費
、修
学
旅
行
費
な
ど
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
就
学
援
助
の
認
定
基
準
額

を
、６
月
か
ら
、平
成
22
年
度
の
市

民
税
所
得
割
額（
調
整
控
除
後
・
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
前
）の
世
帯
合
計
で

５
万
３
２
０
０
円
以
下
に
決
定
し
ま

し
た
。前
年
度
と
変
更
し
て
い
ま
す

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、４
・５
月
に
す
で
に
申
請
し

た
人
は
、あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
先　

学
校
教
育
課（
市
役
所
４

階
）

就学援助認定基準額
決定しました

学校教育課　 （584）1111 （584）1153

前
期
計
画
年
度
が
平
成
21
年
度
で

終
了
す
る
た
め
、新
た
に
平
成

22
年
度
か
ら
の「
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、育
ち
、保
護
者

が
子
育
て
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
指

針
と
な
る
、春
日
市
子
ど
も
・
子
育
て
に

こ
に
こ
プ
ラ
ン（
次
世
代
育
成
支
援
対

策
春
日
）の
後
期
行
動
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、ニ
ー
ズ
調
査
、

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
な
ど
へ
の
ご
協
力
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

計
画
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
市
役
所
２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

公
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
22
年
1

月
4
日
か
ら
22
日
ま
で
実
施
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
計
画
へ
の
反
映
な
ど
に
つ
い
て
も

公
表
し
て
い
ま
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市子ども・子育てにこにこプラン

次世代育成支援対策推進法に基づき策定しました

子育て支援課 子育て支援担当　 （584）1010（直通） （584）7739 

雇用保険制度が変わりました
　平成22年4月1日から、非正規労働者の雇
用保険の適用範囲を、「週所定労働時間20時
間以上、かつ6カ月以上の雇用見込みがある
こと」から、「週所定労働時間20時間以上、か
つ31日以上の雇用見込みがあること」に拡大
しました。
　詳しくは、最寄りの公共職業安定所（ハロー
ワーク）または福岡労働局職業安定課に問い
合わせてください。
問い合わせ先
▷ハローワーク福岡南　 （513）8609
▷福岡労働局職業安定課　 （434）9803
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来
年
の「
成
人
の
日
」に
行

う「
平
成
23
年
春
日
市

成
人
式
」の
企
画
・
準
備
・
運
営

に
携
わ
る
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
て
、思
い
出
深
い
成
人
式
に

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
20
歳
前
後

の
人（
高
校
生
可
）

活
動
内
容　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
内
容
検
討
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、記
念
品

選
定
、式
典
の
準
備
・
運

営
な
ど

募
集
人
員　
10
人
程
度

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
成人式の実行委員を募集

思い出深い成人式を一緒につくりませんか

社会教育課 社会教育担当　 （575）4121 （593）7380

平成23年
春日市成人式
日時　平成23年1月10日㈪
　　午前10時〜正午（予定）
場所　ふれあい文化センター新
館スプリングホール（大谷6ｰ
24）

泉地区自治会
40周年記念誌を発行
　泉地区の誕生40周年を記念して、同地区自治会が記念誌
を作成しました。この記念誌は、開発当初から泉東西合併ま
での20年、合併後・新生泉地区の現在に至るまでの20年を
振り返る内容で、住民同士が長い時間をかけて絆を築き上
げてきた歴史が描かれています。
　同地区は、福岡市南部に隣接する春日町大字下白水（当
時）に、福岡市住宅供給公社が一戸建ての宅地として造成。
個人住宅の建築が進む「東弥永」と、分譲住宅への入居が進
む「西弥永」の2つの地区が別々に自治会、公民館などを整
備する形で出発しました。
　昭和47年、春日町から春日市が誕生。この年に市から「町
界町名地番整理」の提案があったものの、別々に発展してき
た経緯から交渉は難航。13年の月日をかけて昭和59年、
新しい町名を「泉」とし、2つの地区に分かれていた東西両
地区を「泉東1丁目・2丁目」、「泉西3丁目・4丁目」とするこ
とでこの問題は決着しました。その後、これらの話し合いを

契機に東西合併の機運が高まります。そして平成2年4月1
日、ついに「泉東自治会」と「泉西町内会」が合併し、「泉自治
会」として新生泉が誕生しました。
　合併後は「新泉公民館」を設置し、記念行事や地域福祉活
動、生活環境の整備などを行い、「明るく楽しく安全で住み
よい泉」をスローガンにさまざまな取り組みを行っている
同自治会。
　入居開始から40年、世代間交代
の時期を迎えている同自治会は、
住みよいまちづくりに努めてきた
住民の歩みを記念誌として後世に
残すことで、新たな出発点とした
い、としています。
※　記念誌は、市役所2階情報公
開コーナーでも見ることがで
きます。

問い合わせ先　同自治会
　　 （571）4415（ 兼用）

道
路
に
は
み
だ
し
た
庭
木

は
、歩
行
者
や
自
動
車

の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、大
変

危
険
で
す
。

　

ま
た
、交
通
標
識
な
ど
が
見

え
な
く
な
る
な
ど
、交
通
事
故

の
原
因
に
も
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
快
適
に
安
全
・
安
心

な
道
路
空
間
を
利
用
で
き
る
よ

う
、定
期
的
な
庭
木
の
手
入
れ

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※　

な
お
、せ
ん
定
し
た
枝
や

葉
の
処
理
方
法
に
つ
い
て

は
、ご
み
減
量
推
進
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
道
路
に
は
み
だ
し
た
庭
木
に

つ
い
て

　

道
路
防
災
課
道
路
管
理
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
せ
ん
定
し
た
枝
葉
の
処
理
方

法
に
つ
い
て

　

ご
み
減
量
推
進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
庭木はきちんと手入れしましょう

はみ出した庭木は危険！

道路防災課 道路管理担当　 （584）1111 （584）1143 
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第
17
回
春
日
オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

対
象

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

▽
春
日
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員
ま
た

は
近
隣
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

員（
い
ず
れ
も
中
学
生
以
上
）

日
時　

７
月
25
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

男
子
・
女
子
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス

（
い
ず
れ
も
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

※　

申
し
込
み
は
１
人
１
種
目
に
限
り

ま
す
。

ま
た
、参
加
人
数
に
よ
り
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

▽
一
般　

１
２
０
０
円

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

▽
中
学
・
高
校
生　

８
０
０
円

定
員　

２
５
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
９
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
年
）、性
別
、電
話
番
号
、出

場
種
目（
ラ
ン
ク
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

江え
ぐ
ち口
博ひ
ろ
こ子

（
〒
816
ー
０
８
２
３
若
葉
台
西

６
ー
94
ー
２
ー
３
０
７
）

（
５
７
２
）４
７
０
２（

兼
用
）

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
、メ

タ
ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄

養
相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

期
日　

６
月
22
日
㈫
、７
月
６
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

内
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

職
業
訓
練
生
募
集

対
象　

身
体
・
精
神
障
害
者

科
目　

初
級
パ
ソ
コ
ン
会
計
科

※　

訓
練
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
天
神
校

（
（
７
１
４
）６
７
５
６
）に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
２
日
㈭
〜
12
月
27
日
㈪

（
平
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
天
神

校（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
３
ー

４
ー
10
天
神
西
茂
ビ
ル
）

受
講
料　

無
料

※　

テ
キ
ス
ト
代
１
万
円
程
度
、職
業

訓
練
生
総
合
保
険
料
２
１
５
０
円
が

必
要
で
す
。

申
込
期
限　

７
月
29
日
㈭

※　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）か
同
校
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
選
手
募
集

　

第
32
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）に
出
場
す
る
選
手

を
募
集
し
ま
す
。

期
日　

10
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

場
所　

横
浜
市

募
集
競
技
職
種

○
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
対
象

▽
洋
裁
▽
家
具
▽
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
▽
建

築
Ｃ
Ａ
Ｄ
▽
電
子
機
器
組
み
立
て
▽

電
子
回
路
接
続
▽
義
肢
▽
歯
科
技
工

▽
パ
ソ
コ
ン
組
み
立
て
▽
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
▽
製
品
パ
ッ
キ
ン

グ
○
視
覚
障
害
者
対
象

パ
ソ
コ
ン
操
作

○
知
的
障
害
者
対
象

▽
縫
製
▽
木
工

応
募
期
限　

7
月
2
日
㈮（
必
着
）

※　

参
加
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
る
か
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
職
業
能
力
開

発
課
技
能
振
興
係

（
６
４
３
）３
６
０
1

（
６
４
３
）３
６
０
５

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
m
l
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

献
血
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
６
月
21
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

須
玖
小
学
校
体
育
館（
須
玖
南
２
ー

71
）

▽
６
月
23
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
、午

後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
野
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル（
春

日
公
園
４
ー
１
ー
１
）

▽
６
月
25
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

春
日
東
小
学
校
体
育
館（
若
葉
台
東

１
ー
51
）

▽
６
月
25
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
南
小
学
校
体
育
館（
春
日
８
ー

１
０
０
）

※　

献
血
基
準
や
制
限
な
ど
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０
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情報ひろば

○
土
器
・
土
笛
作
り

期
日
・
内
容

▽
７
月
24
日
㈯　

土
器
作
り

▽
８
月
21
日
㈯　

泥
窯
作
り

▽
８
月
22
日
㈰　

窯
出
し

時
間  

午
前
９
時
〜
正
午

募
集
期
間
　
６
月
24
日
㈭
〜
７
月
14

日
㈬

参
加
費　

粘
土
５
０
０
グ
ラ
ム
当
た

り
２
０
０
円

定
員　

30
人(

申
込
先
着
順)

○
青
銅
器
作
り 

日
時
　
７
月
27
日
㈫
、28
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

募
集
期
間　

６
月
28
日
㈪
〜
７
月
19

日
㈪

参
加
費

▽
銅ど

う
た
く鐸　

８
０
０
円

▽
鏡　

３
５
０
円

定
員　

各
回
10
人（
申
込
先
着
順
）

※　

銅
鐸
か
鏡
を
、簡
単
に
溶
け
る
特

殊
な
金
属
で
作
り
ま
す
。申
し
込
み

の
際
に
、ど
ち
ら
を
希
望
す
る
か
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
直
接
窓
口
で
氏
名
、年
齢

(

子
ど
も
の
み)

、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

（
５
９
３
）７
３
８
０

http://w
w

w
.city.kasuga.fukuo

ka.jp

毎
日
が
楽
し
く
な
る
！

博
多
仁
和
加
体
験

　

春
日
市
お
宝
文
化
人
の
萩は
ぎ
お尾
良り
ょ
う
か
ん感

さ
ん
に
よ
る
、博
多
仁に

わ

か
和
加
の
１
日
体

験
で
す
。

　

博
多
仁
和
加
と
は
、福
岡
市
無
形
民

俗
文
化
財
指
定
の
笑
い
の
話
芸
で
す
。

　

伝
統
文
化
で
あ
る
博
多
仁
和
加
に
触

れ
て
、明
る
く
元
気
な
人
生
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

６
月
29
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ミ
ニ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

博
多
仁
和
加
の
ル
ー
ツ
、博
多

仁
和
加
と
は
、一
口
仁
和
加
の

作
り
方
に
挑
戦
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

親
子
で
古
代
の
も
の
作
り

歴
史
体
験
教
室

　

も
の
作
り
を
通
し
て
、古
代
人
の
知

恵
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。小
学
４
年
生

以
上
で
あ
れ
ば
子
ど
も
だ
け
で
参
加
で

き
ま
す
。

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

子
ど
も
一
時
預
か
り
事
業

　

同
協
議
会
は
、子
ど
も
一
時
預
か
り

事
業「
お
お
き
く
な
〜
れ
！
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
連
れ
て
行
事
に
参
加
で
き

な
い
場
合
や
買
い
物
、通
院
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

福
祉
会
員
加
入
者
の
乳
幼
児

（
満
６
カ
月
〜
未
就
学
児
）

日
時　

毎
月
第
２
、第
４
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

利
用
料　

１
回
１
０
０
０
円（
初
回
無

料
）

※　

事
前
に
利
用
者
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、福
祉
会
員
に
な
る
に
は
年

会
費
１
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

定
員　

各
10
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地

域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

ウ
ェ
ル
カ
ム
か
す
が

お
友
達
作
り
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

春
日
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
妊
婦

や
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
た
め
の

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。子
育
て
に

関
す
る
情
報
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

友
達
づ
く
り
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

０
歳
〜
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
、妊
婦

日
時　

７
月
６
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
１
ー
38
）

参
加
費　

１
組
５
０
０
円（
申
込
先
着

順
）

定
員　

親
子
20
組

申
込
方
法　

６
月
30
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
人
数

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

春
日
子
ど
も
劇
場

平
和
を
願
う
鑑
賞
会

　

春
日
子
ど
も
劇
場
発
足
30
周
年
を
記

念
し
て
、「
神か

ん
だ田
香か
お
り織
の
立
体
講
談
は
だ

し
の
ゲ
ン
」の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

　

平
和
の
尊
さ
と
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

日
時　

７
月
４
日
㈰

　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
20
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷

６
ー
24
）

参
加
費　

２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
子
ど
も
劇
場　

水み
ず
か
み上

（
５
７
２
）０
５
４
４

（
５
７
２
）９
３
４
１

春
日
市
家
庭
教
育
学
級

受
講
生
追
加
募
集

　

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
同
士
の
出
会
い
や
交
流
を
通

じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
相
互
に
学
び
あ
う
学
習
会
で

す
。

対
象　

小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

を
持
つ
市
内
在
住
の
保
護
者

期
間　

５
月
〜
平
成
23
年
３
月

※　

講
座
の
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）ほ
か

事
務
連
絡
費　

年
額
１
５
０
０
円

託
児　

年
額
１
５
０
０
円

※　

館
外
学
習
の
際
の
託
児
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１
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「
人
生
が
10
倍
楽
し
く
な
る
！
」 

公
開
講
座
受
講
生
募
集

　

10
馬
力
ご
膳「
人
生
幸
座
」（
６
回
シ

リ
ー
ズ
）の
１
回
目
で
す
。ゲ
ー
ム
感
覚

で
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

６
月
25
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
「
こ
れ
が
脳
活
だ
！
〜
10
年
前

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
〜
」

講
師　

添そ
え
だ田
譲じ
ょ
う
じ二
さ
ん（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

代
表
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
緑
の
教
室
」

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、子
ど
も
た
ち
が
緑

を
体
感
す
る
こ
と
を
通
じ
て
緑
の
大
切

さ
を
学
習
す
る「
子
ど
も
緑
の
教
室
」を

行
い
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
時
・
場
所

▽
８
月
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

同
セ
ン
タ
ー

▽
８
月
25
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

正
午
〜
）

場
所　

福
岡
医
療
福
祉
大
学
４
階
大

講
義
室（
太
宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条

３
ー

10
ー
10
）

内
容

▽
基
調
講
演　
「
世
界
一
幸
福
な
国

デ
ン
マ
ー
ク
の
暮
ら
し
方
」

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

大
切
に
し
た
い
理

念
と
実
践「
あ
る
が
ま
ま
に
楽
し
く

ゆ
っ
た
り
と
」

問
い
合
わ
せ
先　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ

わ
や
か
テ
ラ
ス　

木き
の
し
た下

０
８
０（
５
２
８
７
）５
４
１
４

地
域
子
育
て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
科

生
徒
募
集

　

国
の「
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
」の

支
援
を
受
け
て
実
施
す
る
基
金
訓
練

「
地
域
子
育
て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
科
」

は
、地
域
全
体
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
考
え
ら
れ
た

コ
ー
ス
で
す
。働
く
場
所
を
自
分
た
ち

で
作
り
出
し
、そ
こ
で
働
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

対
象　

求
職
中
の
人

日
時　

７
月
１
日
㈭
〜
12
月
24
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

場
所　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
大
野
城（
大
野
城
市
錦に

し
き
ま
ち町

２
ー
２
ー
１
山
口
ビ
ル
２
階
）

な
ど

受
講
料　

無
料

※　

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
７
９
８
５
円

が
必
要
で
す
。

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

各
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

７
月
20
日
㈫
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、参
加
希
望
日
、子
ど
も
の

氏
名
・
学
年
を
記
載
し
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所
子
ど
も
緑
の
教

室
係（
〒
839
ー
１
２
１
３
久

留
米
市
田
主
丸
町
益ま

す

お

だ

生
田

１
１
２
５
）

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
5
５
8

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
わ
や
か
テ
ラ
ス

10
周
年
記
念
講
演
会

　

認
知
症
に
な
っ
て
も「
あ
る
が
ま
ま

に 

楽
し
く 

ゆ
っ
た
り
と
」安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

６
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
５
時（
受
付
：

定
員　

20
人

申
込
方
法　

６
月
20
日
㈰
ま
で
に
、公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）で
求
職
申
し
込
み
を
し
た

後
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
大
野
城　

野の
が
み上

（
５
８
９
）４
７
５
６

（
５
８
９
）４
７
５
７

onojo-gakudo@
roukyou.gr.jp

緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業

資
格
取
得
講
座

　

国
の「
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
」

の
支
援
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
３

級
・
２
級
、簿
記
３
級
、二
種
証
券
外
務

員
、色
彩
３
級
の
検
定
試
験
を
受
験
で

き
る
知
識
の
修
得
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
立
案
と
プ
レ
ゼ
ン
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

雇
用
保
険（
失
業
給
付
）を
受
給

し
て
い
な
い
人
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
人
申
し
込
み
を
し
て
い

る
人
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー

ボ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
人

日
時　

７
月
26
日
㈪
〜
10
月
25
日
㈪

（
計
66
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

無
料

※　

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
万

７
２
３
４
円
が
必
要
で
す
。

定
員　

20
人

申
込
方
法　

６
月
30
日
㈬
ま
で
に
、公

共
職
業
訓
練
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）を
通
じ
て
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
女
学
院
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
５
７
５
）２
９
９
３

（
５
７
５
）６
４
８
０

筑
紫
女
学
園
大
学
公
開
講
座

「
健
全
な
食
生
活
を
め
ざ
し
て
」

　

生
活
の
中
に
お
け
る「
食
べ
も
の
」の

位
置
付
け
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

日
時　

６
月
26
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
７
階
中

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
４
ー
２
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り

が
な
）、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
を
伝
え
る

※　

同
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
〒
818
ー

０
１
９
２
太
宰
府
市
石い

し
ざ
か坂
２
ー

12
ー
１
）

（
９
２
５
）９
６
８
５

（
９
２
５
）３
５
７
３

http://w
w

w
.chikushi-u.ac.jp/
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子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

　

６
月
28
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
１

週
間
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化

週
間
」と
し
て
、い
じ
め
や
体
罰
、不
登

校
や
子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、子
ど
も
に

関
す
る
人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け

る
相
談
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。１
人
で
悩
ま

ず
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
28
日
㈪
〜
７
月
２
日
㈮

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※　

７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
は
、午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

相
談
電
話
番
号

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

※　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は
、
（
８
５
２
）

４
５
３
６
へ
か
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、強
化
週
間
以
外
で
も
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
、平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で（
時
間
外
、土
・
日
曜
日
、祝
日
は

留
守
番
電
話
対
応
）受
け
付
け
て
い

ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
人
権
擁

護
委
員
協
議
会（
福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局
内
）

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

賃
金
制
度
改
善
相
談
窓
口

　

福
岡
労
働
局
で
は「
賃
金
制
度
改
善

相
談
窓
口
」を
設
置
し
、「
従
来
の
年
功

序
列
制
の
制
度
や
体
系
を
見
直
し
た

い
」、「
能
力
や
業
績
に
よ
る
労
働
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
人
事
や
賃
金
制
度
に

改
善
し
た
い
」な
ど
、事
業
主
か
ら
の
賃

金
・
退
職
金
制
度
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、専
門
の
賃
金
相
談

員
が
対
応
し
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

週
１
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※　

相
談
日
時
は
調
整
の
上
、申
し
込

み
後
に
連
絡
し
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
局
労

働
基
準
部
賃
金
課（
福
岡
市
博

多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
２
ー
11
ー
１
福

岡
合
同
庁
舎
新
館
４
階
）

（
４
１
１
）４
５
７
８

（
４
１
１
）２
６
３
３

行
政
書
士
に
よ
る

暮
ら
し
の
悩
み
無
料
相
談

　

遺
言
、相
続
、成
年
後
見
制
度
、消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
暮
ら
し
の
悩
み
に
つ

い
て
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要（
当
日
先
着
順
）で

す
。

　

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安

心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）開
催
分

日
時　

７
月
10
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

▽
春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）開
催
分

日
時　

７
月
７
日
㈬
、14
日
㈬
、21
日

㈬午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先　

八
年
会
事
務
局　

高た
か
は
し橋

（
５
８
６
）３
６
８
７

会
員
募
集

ピ
ュ
ア
☆
ジ
ョ
イ
・
ク
ラ
ブ

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。無
料
体
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
会
員
募
集（
託
児
有

り
・
１
人
２
０
０
円
）

▽
月
曜
会
員

日
時　

毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分

場
所　

下
白
水
南
公
民
館（
下
白

水
南
３
ー
44
）

▽
火
曜
会
員

日
時　

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分

場
所　

白
水
ヶ
丘
公
民
館（
白

水
ヶ
丘
３
ー
46
）

○
ヨ
ガ
会
員
募
集（
託
児
無
し
）

日
時　

毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

下
白
水
南
公
民
館

会
費　

い
ず
れ
も
月
額
２
２
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中な
か
が
み上

０
９
０（
８
９
１
８
）９
２
５
３

　地球温暖化について、今回は「水に関する影響」に焦点を当てて
紹介します。

沈みゆく国　海面上昇の主な原因は海水の温度上昇による膨
張と、氷河や氷床の融解であるといわれています。20世紀中
に最大20cm海面が上昇し、このままいくと21世紀中には最大
59cm上昇すると予測されています。フィジー諸島やツバルな
どの島国では、高潮による被害が大きくなり、潮が満ちると海水
が住宅や道路、さらには田畑や井戸に入り込み、生活に大きな影
響が出ています。※1
失われる砂浜　日本では、1m海面が上昇すると日本の砂浜の
約90%が失われると予測されています。40cmの上昇で沖に向
かって120m分の干潟が消滅し、そこで暮らしている生物の産
卵や子育て、また、そこを餌場にしている渡り鳥にも影響がでる
といわれています。※2
水不足　地球上の水のうち、人間が使うことのできる水はわず
か0.01%といわれています。年々、水の不足が深刻化している
アジアの国々では、2050年までの温暖化により、10億人以上
が水不足になると予想されています。※3
　
　地球温暖化を食い止めることがで
きるのは私たち人間です。一人一人
ができることから始めましょう。　
　

　 問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

▲ツバルでは海没の危機に瀕した島
があります。　

（参考文献）
※1 環境省地球温暖化問題検討委員会「地球温暖
　化の日本への影響2001」
※2 気候変動に関する政府間パネル（IPCC)第4次
　評価報告書
※3（IPCC）第4次評価報告書
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宝
町
地
区
公
民
館

管
理
人
募
集

対
象　

50
〜
65
歳
で
住
み
込
み
が
可
能

な
人（
夫
婦
可
）

場
所　

同
公
民
館（
宝
町
４
ー
15
ー
３
）

業
務
内
容　

施
設
内
外
の
清
掃
、備
品
・

器
具
の
管
理
、火
災
・
盗
難
防
止

な
ど
の
安
全
管
理

休
日　

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
・
盆

期
間

※　

有
給
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　

６
月
23
日
㈬
の
午
前
中
ま

で
に
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
履
歴
書
を
送
る

※　

受
け
付
け
後
、手
当
な
ど
の
詳
細

を
説
明
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
地
区
自
治

会 

田た
な
か中（
〒
816
ー
０
８
０
７
宝

町
４
ー
15
ー
３
）

（
５
８
２
）９
９
９
５（

兼
用
）

年
間
プ
ー
ル
サ
イ
ド
レ
ッ
ス
ン

教
室
生
募
集

　

高
校
生
以
上
の
人
を
対
象
に
、プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
行
う
教
室
で
す
。

　

無
料
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
バ
レ
ト
ン

バ
レ
エ
・
ヨ
ー
ガ
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

を
融
合
さ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
。バ
レ
エ
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
動
き

で
身
体
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時

○
ヨ
ー
ガ

プ
ー
ル
サ
イ
ド
と
い
う
高
温
・
多

湿
な
場
所
で
の
ヨ
ー
ガ
で
、基
礎
代

謝
ア
ッ
プ
・
美
肌
・
脂
肪
燃
焼
が
効
果

的
に
行
え
ま
す
。

日
時

▽
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時

▽
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

○
ピ
ラ
テ
ィ
ス

ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
と
独
自
の
呼

吸
法
で
ゆ
が
み
を
改
善
し
、美
し
い

ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
を
作
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

市
民
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー

28
）

会
費（
月
額
）

▽
５
０
４
０
円（
週
１
回
）

▽
７
１
４
０
円（
週
２
回
）

※　

別
途
、入
会
登
録
料
３
１
５
０
円

（
初
回
の
み
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
温
水
プ
ー
ル
指

定
管
理
者 

ザ
オ
バ
九
州

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

国
勢
調
査

調
査
員
募
集

対
象　

税
務
、警
察
、選
挙
に
直
接
関
係

が
な
く
、調
査
に
関
す
る
秘
密

の
保
護
を
厳
守
で
き
る
20
歳
以

上
の
人

業
務
内
容　

受
け
持
ち
地
域
内
の
全
世

帯（
50
〜
１
１
０
世
帯
程
度
）を

訪
問
し
、調
査
に
つ
い
て
の
説

明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行

う

任
用
期
間　

９
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

（
予
定
）

報
酬　

３
万
５
０
０
０
円
〜
７
万

４
０
０
０
円
程
度（
担
当
世
帯

数
に
よ
り
変
更
有
り
）

募
集
人
数　

１
５
０
人
程
度

応
募
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
か
、印

鑑
を
持
参
し
、地
域
づ
く
り
課

（
市
役
所
４
階
）で「
統
計
調
査

員
登
録
承
諾
書
」に
記
入
し
提

出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り

課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

厚
生
労
働
省
主
催

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
、戦
没
者
の
遺

族
を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
戦
域
で
の
戦
没
者
の
配
偶

者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、父
、

母
、子
、兄
弟
姉
妹
で
実
施
時
期

に
お
い
て
原
則
80
歳
以
下
の
人

○
硫
黄
島（
第
１
次
）

期
日　

11
月
９
日
㈫
〜
10
日
㈬（
２

日
間
）

定
員　

50
人

申
込
期
限　

７
月
２
日
㈮

○
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

期
日　

11
月
13
日
㈯
〜
20
日
㈯（
８

日
間
）

定
員　

30
人

申
込
期
限　

７
月
９
日
㈮

※　

期
日
、定
員
に
つ
い
て
は
今
後
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
計
画

　

課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

富
士
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ

場
で
、国
や
言
葉
を
越
え
て
交
流
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

期
日　

８
月
４
日
㈬
〜
８
日
㈰（
４
泊

５
日
）

場
所　

山
梨
県
立
本も

と
す
こ

栖
湖
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容　

富
士
登
山
、本
栖
フ
レ
ン
ド

パ
ー
ク
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、野
外
炊
飯
な
ど

定
員　

日
本
人
１
０
０
人
、外
国
人
40

人

申
込
期
限　

７
月
７
日
㈬

※　

費
用
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時　

６
月
20
日
㈰

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

深
見
ビ
ル
会
議
室（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
４
ー
14
ー

１
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
国
際
青
少
年
研
修

協
会

０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

０
３（
６
４
５
９
）４
６
３
３

http://w
w

w
.kskk.or.jp/

初
め
て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

会
員
募
集

　

簡
単
な
動
き
で
楽
し
く
汗
を
か
き
ま

せ
ん
か
。

日
時　

水
曜
日（
月
３
回
）

　
　
　

午
後
８
時
〜
９
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
２
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

佐さ
と
う藤

０
９
０（
１
１
６
９
）８
８
６
６
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春
日
イ
ー
グ
ル
ス

３
Ｂ
体
操
会
員
募
集

　

生
活
習
慣
の
改
善
、健
康
・
体
力
づ
く

り
の
た
め
の
体
操
教
室
で
す
。

　

無
料
体
験
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対
象　

市
内
ま
た
は
近
郊
に
居
住
・
通

勤
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
週
月
・
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

白
水
大
池
公
園
管
理
棟
２
階

（
大
字
下
白
水
２
０
９
ー
１
）

会
費　

月
額
３
１
５
０
円

※　

別
途
、入
会
金
３
０
０
０
円
、保
険

料
月
額
１
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

（
５
９
５
）５
１
９
７

（
５
８
６
）９
０
６
６

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。合
格
す
る
と
、実
務
研
修
受
講

後
に
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

試
験
日　

10
月
24
日
㈰

試
験
会
場

▽
福
岡
大
学（
福
岡
市
城
南
区
）

▽
福
岡
教
育
大
学（
宗
像
市
赤
間
）

▽
九
州
女
子
大
学（
北
九
州
市
八
幡
西

区
）

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜
31
日
㈯

申
込
書
の
配
布
場
所

▽
県
内
の
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

▽
県
介
護
保
険
課（
県
庁
２
階
）

▽
市
高
齢
課（
市
役
所
１
階
）な
ど

※　

配
布
期
間
は
６
月
25
日
㈮
〜
７
月

30
日
㈮
で
す
。

受
験
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
る
か
申
込
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
介
護
保
険
課

（
６
４
３
）３
３
２
２

（
６
４
２
）１
５
０
４

平
成
22
年
度

狩
猟
免
許
試
験
・
狩
猟
講
習
会

　

県
は
、平
成
22
年
度
狩
猟
免
許（
網

猟
、わ
な
猟
、第
一
種
銃
猟
、第
二
種
銃

猟
）試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　

８
月
11
日
㈬

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

※　

事
前
講
習
会
を
７
月
13
日
㈫
に
行

い
ま
す
。

な
お
、狩
猟
免
許
を
更
新
す
る
と

き
は
、適
性
検
査
お
よ
び
狩
猟
者
講

習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　

８
月
１
日
㈰
ま
で
に
、狩

猟
免
許
申
請
書
な
ど
を
提
出
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所

（
５
１
３
）５
６
１
１

（
５
１
３
）５
５
８
６

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

１
次
試
験
日　

９
月
５
日
㈰

受
付
期
間　

６
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

（
４
３
１
）７
７
３
３

（
４
７
５
）０
５
６
５

http://w
w

w
.jinji.go.jp/

防
衛
省
職
員
採
用

Ⅲ
種
試
験（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

試
験
区
分　

一
般
事
務
、電
気
、機
械
、

土
木
、建
築

※　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
試
験
区

分
は
、い
ず
れ
か
１
区
分
に
限
り
ま

す
。

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平

成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

１
次
試
験
日　

９
月
26
日
㈰

受
付
期
間　

７
月
1
日
㈭
〜
20
日
㈫

（
消
印
有
効
）

※　

郵
送
す
る
場
合
は
、必
ず
簡
易
書

留
な
ど
の
提
出
日
が
確
認
で
き
る
も

の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

九
州
防
衛
局
総
務
課

（
４
８
３
）８
８
１
５

（
４
７
４
）３
６
８
５

労
働
力
調
査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

総
務
省
と
県
は
、労
働
力
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、我
が
国
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区　

天
神
山
６
丁
目
、惣
利
２
・

３
丁
目

調
査
期
間　

７
〜
11
月

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
調
査
統
計
課

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
１
９
２

古
い
電
話
帳
を

回
収
し
ま
す
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、環
境
保
護
の

立
場
か
ら
、古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推

進
し
て
い
ま
す
。新
し
い
電
話
帳
を
お

届
け
し
た
際（
８
月
中
配
達
）、古
い
電

話
帳
を
配
達
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、後
日

回
収
し
ま
す
の
で
、連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー

０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

ね
こ
と
も
の
会

子
ネ
コ
の
譲
渡
会

　

生
後
２
カ
月
未
満
の
子
ネ
コ
を
、愛

情
と
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
飼
っ
て

も
ら
え
る
人
に
譲
渡
し
ま
す
。

　

当
日
は
手
続
き
を
行
い
、ネ
コ
の
譲

渡
は
後
日
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

６
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
行
政
棟
東
側
入
口

※　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
が

あ
る
方
の
玄
関
で
す
。

譲
渡
予
定
頭
数　

10
頭
程
度

問
い
合
わ
せ
先　

動
物
愛
護
団
体 

ね
こ
と
も
の
会

０
９
０（
１
９
７
０
）２
２
２
０

nekotom
onokai@

yahoo.co.jp
http://w

w
w

.geocities.jp/neko
tom

ofriend/index.htm
l
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れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％
近
く
完
治
し
ま

す
。し
た
が
っ
て
、無
症
状
の
時
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

肉
眼
で
は
見
え
な
く
て
も
、便
に

微
量
の
血
液
が
混
じ
る
こ
と
が
あ

り
、そ
の
た
め
検
診
で
は
、便
潜
血
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
。検
査
セ
ッ
ト
を

受
け
取
り
、便
の
表
面
を
ま
ん
べ
ん

な
く
こ
す
り
、容
器
に
入
れ
て
提
出

す
る
だ
け
で
す
。

　

精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た

ら
、大
腸
内
視
鏡
検
査
を
専
門
病
院

で
受
け
ま
し
ょ
う
。大
腸
全
体
の
内

部
を
観
察
し
、病
変
が
見
つ
か
れ
ば
、

そ
の
部
分
の
細
胞
を
採
取
し
て
悪
性

度
を
調
べ
ま
す
。

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

７
月
か
ら
大
腸
が
ん
検
診
を
含
む

各
種
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。本

年
度
か
ら
、が
ん
検
診
を
受
け
や
す

く
な
る
よ
う
に
料
金（
自
己
負
担
金
）

を
下
げ
ま
し
た
。大
腸
が
ん
検
診
は
、

大
腸
が
ん
の
要
因

　

大
腸
が
ん
の
要
因
と
し
て
は
、大

腸
ポ
リ
ー
プ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
、血
縁
者
の
中
に
大
腸
が
ん
に

な
っ
た
人
が
い
る
、肥
満
や
大
量
の

飲
酒
、加
工
品（
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
な

ど
）な
ど
の
高
脂
肪
食
の
摂
り
過
ぎ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、運
動
に
は
予
防
効
果
が
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
症
状
・
検
査
方
法

　

大
腸
が
ん
の
症
状
は
、血
便
、肛
門

か
ら
の
出
血
、便
秘
と
下
痢
を
繰
り

返
す
、便
が
細
く
な
る
、残
便
感
、腹

痛
、腹
部
膨
満
感
、腹
部
の
し
こ
り
、

貧
血
、吐
き
気
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
進

行
が
ん
の
症
状
で
あ
り
、早
期
の
大

腸
が
ん
に
は
、ほ
と
ん
ど
症
状
は
あ

り
ま
せ
ん
。大
腸
が
ん
は
、早
期
で
あ

20
〜
39
歳
は
６
０
０
円
、40
〜
69
歳

は
４
０
０
円
、70
歳
以
上
・
生
活
保

護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
で

す
。

　

検
診
に
は
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で

の
集
団
健
診
に
予
約
し
て
受
け
る
方

法
と
、病
医
院
で
検
査
セ
ッ
ト
を
も

ら
い
提
出
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
料
金（
自
己
負
担
金
）は
同

じ
で
す
。詳
し
く
は
市
報
や
６
月
中

旬
に
郵
送
す
る「
検
診
の
ご
案
内
」を

見
て
く
だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
は
、食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
の
影
響
で
年
々
増
え

て
い
ま
す
。女
性
で
は
が
ん
死
因
の
第
１
位
で
、男
性
で
も
第
２

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
し
く
検
診
を
受
け
、大
腸
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
　子育て支援センターの「たんぽぽルーム」にはたくさんのお
もちゃがあります。最近、利用している人から「おままごとの木の
おもちゃが新しくなりましたね」と言われますが、実は新しくなっ
たのではなく、塗り替えただけなのです。それでも、塗り替えら
れたおもちゃは鮮やかに生まれ変わり、子どもたちにも喜んで
もらっているようです。
　ほかにも、壊れたおもちゃは「おもちゃの
お医者さん」に直してもらっています。頑
丈なおもちゃも繰り返し遊ぶと壊れること
もありますが、修理して使えるようであれ
ば、大切に使いたいですね。

◆作ってみよう「パクパク人形」◆
材料　牛乳パック、色紙
作り方　牛乳パックの下側を使います。底に向かって側面の角を
切り、反対側も同じように切り開きます。底の対角線上で２
つに折ると、パクパクできるようになるので、色紙で顔を作っ
てください。パクパクと動かして楽しみましょう。

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う大腸がん検診を

受けましょう
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上
うえ

野
の

 暁
あきひろ

弘ちゃん（光町）
平成21年6月19日生

髙
たかやま

山  倫
りん

ちゃん（伯玄町）
平成21年6月26日生

椛
かば

田
た

 優
ゆ い

衣ちゃん（須玖北）
平成21年6月23日生

中
なか

野
の

 路
じ だ い

大ちゃん（須玖南）
平成21年6月28日生

吉
よしもと

元 悠
ゆう

菜
な

ちゃん（日の出町）
平成20年6月29日生

6月後期

8
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
7
月
１
日
㈭（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口    5/15現在

◎総人口  109,580人

女 　56,174人

男　 53,406人

◎世帯数  44,321世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲3本柱である「黙々清掃」を実践する生徒

春日野中学校
所在地　春日公園5-19
（574）8111　 （574）8495

　本校は昭和６２年４月に市内第５番目の中学校として開
校しました。現在、生徒数７９６人、学級数は２３学級（特別
支援学級１学級を含む）です。
　本校は教育の目標として「豊かな人間性を持った心身と
もにたくましい生徒の育成」を掲げています。具体的に目
指す生徒の姿は「創造力を磨き、自分で考え抜く生徒（創
造）」「情操豊かで皆のために尽くす生徒（友愛）」「心身を

鍛え粘り強くやり抜く生徒（剛健）」としています。
　現在の生徒たちは、春日野中学校の生徒であることに
誇りを持ち、落ち着いた学校生活を送りながら、「あいさつ」

「時間を守る」「黙々清掃」を三本柱として頑張っていま
す。
　生徒会活動においては「思いやり」を大きなテーマとして
掲げ、学校生活の活性化のため、行事や委員会・係活動
の運営を生徒と教師が一体となって取り組んでいます。
　また、学習や部活動にも意欲的に取り組んでおり、まさ
に文武両道を実践している生徒たちだといえます。保護者
の皆さんも学校に対して大変協力的で、ＰＴＡ活動におい
ても積極的な取り組みが行われています。
　本年度からは学校運営協議会制度を導入し、コミュニ
ティー・スクールとしての取り組みもスタートしますので、ます
ます進化した春日野中学校になることが期待できます。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。

▲春日野中学校自慢の体育会での生徒の姿



　最近の取材で感じること、それは「郷土
愛」です。ここ最近の取材では、あまり知られ
ていない市内の名所や、一つの地区の誕生
の歴史などについて教えていただく機会に
恵まれました。私は、市の職員としてまだま
だ知らないことが多く反省する一方で、春日
市という自分たちのまちを愛している方々が
本当に多いことを知り、嬉しく思いました。
　私は生まれてからずっと春日市に住んで
います。以前は自分の生まれ育ったところに
ついて深く考えたことがなかったのですが、
いつしか自分にとって春日市は「特別なとこ
ろ」になり、親しみを感じるようになりました。
　私の周りには、仕事から帰ってきたとき

「お帰り」と言ってくれる隣近所の人がいま
す。地域の関わり合いが少なくなってきた今
だからこそ、そういったつながりを大切にし
ていきたい、そしてもっともっとみんなが住み
よいまちにしたい、と思っています。　　  Y

馬
うま し ゅ ご し ん

守護神

　耕作機械がなかった時代、農家の人々は頼もしい働き手である牛馬をとて

も大切にしていました。亡くなった家畜を供養するものとして馬頭観音は多く見

られますが、馬守護神の石碑はかなり珍

しいものといえます。側面の記年銘から天

保三年（1832年）に建てられたことが分

かります。

　もとは大谷三丁目付近の水田の脇に

建っていましたが、大谷小学校の建設に

際して移設され、現在は商工会議所横の

市有地内に貴重な文化財として保存され

ています。（高さ約130㎝）

　　　　（奴国の丘歴史資料館）
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